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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 
皆様、こんにちは。お久しぶりです!

こちら、サンパウロでは、雨の日が続いていますが、皆様のところはいかがでしょうか。「雨」と言えば、日本の人は、どんな天気をイメージするでしょうか。今日は、ことばと生活、そして、言語とその言語を話すときの、ものの考え方について考えてみたいと思います。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
OoOoOoOo　言語とものの考え方　oOoOoO
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
　類語辞典（広田栄太郎、鈴木トウ三編（1955）東京堂出版）で「雨」ということばを引いたら、次の関連語彙が出てきました。

1． 降る時期に関連する言い方

春雨（春の雨）、夏時雨（夏に降る雨）、秋雨（秋の雨）、時雨（秋から冬にかけて降る雨）、冬雨（冬の雨）、五月雨（梅雨時の雨）、迎梅、迎梅雨（げいばいう=梅雨前の雨）、送梅（そうばい=梅雨後の雨）、交月雨・過月雨（こうげつう・かげつう=月越しの雨）、夜雨・夜春（やう、よさめ・やしゅん=夜の雨）、暮雨・夕雨（ぼう・ぜきう=夕方の雨）、暁雨・あさあめ（ぎょうう=朝からの雨）、宿雨・夜来の雨（しゅくう=前夜からの雨）、長雨（長い期間降る雨）、驟雨（しゅうう=にわか雨）、夕立（夏のにわか雨）、村雨（むらさめ=秋のにわか雨）

2． 雨の量や降り方に関連する言い方

山雨（さんう=山中の雨）、片雨・かたしぐれ・わたくしあめ（へんう=一箇所だけ降る雨）、豪雨（ごうう=激しい雨）、糠雨（ぬかあめ=こまかい雨）、斜雨・よこさめ・なぐれ・しぶきあめ・よこしぶき（しゃう=よこなぐりの雨）、照り降り雨（好天気に降る雨）、冷雨・静雨（静かな雨）、風雨・雨風・ふきぶり（風邪といっしょに降る雨）、雷雨（雷をともなう雨）、恵みの雨（慈雨）
多分、この中には一般的に使われていないことばもあるかと思いますが、数が多いことに驚きました！隣の席で働いている麻樹先生に聞いてみたところ、次のサイトにもいろいろ載っているということが分かりました。

http://www7a.biglobe.ne.jp/~KurashiToKisyo/fuudo5.htm
ところで、ポルトガル語で「雨」に関することばはどのぐらいあるでしょうか。気象学で使われる専門用語や方言以外のことばでは、次のことばが見つかりました(Houaiss, Antonio. Dicionário Eletrônico Houaiss da Língua Portuguesa 2.0. Editora Melhoramentos, copyright 2001-2007): garoa, dilúvio, garoa, toró, chuvarada, chuvisco。このことばは全て、雨の量や降りかたに関連することばです。雨の時期に関することばで、一般的に聞くことばは chuva de verão（夏の雨）だけです。

　上記の「雨」を例にとって見ると、ことばは、その言語が話されている場所、人々の習慣や文化によって使用頻度と量が決まっていくのではないかと思います。言語学の本でよく例に挙げられるのは、エスキモー族のことばで「白い色」を表現することばがたくさんあるという例です。

日本語のことばを例にとってみますと、「水をポットに入れて沸かす」プロセスを「お湯を沸かす」と言い、「お米を炊飯器に入れて炊く」ことを「ご飯を炊く」と言いますが、ポルトガル語では ”ferver a água”、”cozinhar o arroz”と言います。つまり、日本語の「お湯／水」に相当することばがポルトガル語では “água” と言い、「ご飯／米」に対することばはポルトガル語で “arroz” と言うので、日本語で2語なのですが、ポルトガル語では1語で表現します。そうしますと、日本語の「お湯を沸かす」「ご飯を炊く」という表現は、はイェスペルセンという言語学者がいう「結果の目的」を表すことになります。つまり、お湯を再び沸かすということではなく、水をポットに入れて沸かし、その結果としてお湯ができることを「お湯を沸かす」という表現で表しているのですね。ポルトガル語にはこの区別がないため、água と言ったとき、それが「お湯」を指しているのか、「水」を指しているのかが明らかになりません。そのため、ポルトガル語では日本語と同じように「結果の目的」を表すことにはなりません。先ほどのエスキモー族の「白」も同じく、私たちが区別できないほどたくさんの種類の白い色がエスキモー族のことばでは表されていることになります。これはイエルムスレウという言語学者によると、内容形式が違っているのだそうです。つまり、この複数のことばは、個別の内容を表していることになります。日本語では「お湯」と「水」は異なった内容を表す「形式」です。

言語はいろいろな側面から研究されていて、細かく考えれば考えるほど奥が深くなります。日本語を勉強している学習者にされる質問に答えるために、いろいろ調べてみると面白いと思いますが、いかがでしょうか。もちろん、言語学の本に出ている説明をそのまま学習者に説明するわけにはいかないと思いますが、学習項目の説明や導入方法を考えるときに参考になるのではないかと個人的には思っています。皆様はどう思いますか。
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OoOo　　　おわりに　　　OoOo
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　「みんなの教材サイト」をご利用の皆様へお知らせ致します。サイトアドレスが変わりました。新しいアドレスは、http://minnanokyozai.jp/です。

　それでは、また！
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